
（別紙様式＝小学校用）
都道府県番号 ４６
都道府県名 鹿児島県

【①□ ②□ ③□】ゝ
重点をおいた観点にチェックすることⅠ 学校名及び規模 ＊

学校名 枕崎市立立神小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３ ２０
児童数 ４５ ４３ ４９ ５８ ６０ ６４ １ ３１９

Ⅱ 実践研究の概要
(１) 研究主題

『子ども一人一人の「確かな学力」の定着をめざして』
～個に応じた指導法の研究を中心に～

(２) 研究主題設定の趣旨
① 学校教育目標から

学校教育目標『心豊かにたくましく生きる立神っ子の育成』
（めざす子ども像）

「進んで学ぶ子 「やさしい子 「たくましい子」」 」
これからの２１世紀を生き抜く子どもたちが，心身ともに健やかでたくましく，心豊かに

育っていくことを主眼において目標が設定されている。このような学校教育目標の具現化と
して 「生きる力」の土台である学力の定着をめざすことは意義深いと考える。，

② 教育改革の動向から
中央教育審議会や教育課程審議会等の答申では，教育内容の削減と同時に，厳選された内

「 」 。 ，容である 基礎・基本 を徹底して指導すべきであることが繰り返し強調されてきた また
昨年度より全面実施された新学習指導要領も，基礎・基本を身に付け，それを基に，自分で
課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する能
力や豊かな人間性，健康と体力などの「生きる力」を育成することを基本的なねらいとして

。 「 」 ，いる このように基礎・基本の定着を基にして 生きる力 を身に付けさせていくためには
子ども一人一人の能力や適正に応じた教育をより一層展開し，確かな学力の定着を図らなけ
ればならないと考える。

③ 社会の要請から
現在の，国際化・情報化・科学技術の進展・高齢化・核家族化などの社会構造の急激な変

化は，子どもたちを取り巻く環境にも大きな影響を与え，学校教育にも多くの課題をもたら
している。このような社会構造の変化は今後ますます激しくなると考えられ，先の見通しが
ますます立てにくくなると予想されている そのような社会の中では 共生の理念の実現 よ。 ， （
りよい人間関係の確立）と個々の自己実現をめざすことが重要であり，そのためには基礎学
力の定着が欠かせないものである。

④ 子どもの実態や保護者の意識から
日常の学習活動の評価や標準学力検査の結果などから，本校の子どもたちの学力の定着度

には大きな幅があり 「読み・書き・算」と言われる基礎学力を確実に身に付けさせなけれ，
ばならない子どもを把握できている。加えて，学校週５日制の完全実施と新学習指導要領の
実施に伴う学習内容の３割削減に，学力低下を危惧する保護者の声があがってきていること
も事実である。このような時期に子ども一人一人の実態に応じたきめ細かな指導を一層充実
し，確かな学力の定着を図ることにより，学校への信頼を高めることは大変重要なことであ
る。

以上のようなことから上記の研究主題を掲げ，研究を進めていくことにした。

Ⅲ 研究の概要（選択した観点を中心に記述すること）
（１）研究推進体制の工夫

・ 研究推進委員会（月１回）の開催 ⇒ 評価の基本的な進め方や，研究授業（授業研究）
における評価と指導の在り方についての視点を設定
し，研修を計画的・効率的に進められるようにして
いる。

・ 全体研修 ⇒ 研究授業（授業研究）の前に 「指導と評価の一体化」という視点で，そ，
の段階での成果や課題を確認し全職員の意識や実践が深まるようにしてい
る。

・ 班別研修会，学年部会，教科部会も適時開催し，評価規準をもとにした評価基準の作成や
題材の総括的評価の在り方など，研修を深めている。



（２）研究の実際
ア 評価規準の作成と改善

評価規準とは，言い換えると到
達するべき目標である。したがっ
て，客観性・信頼性をより高める

， ，ために 学習指導要領や指導要録
国立教育政策研究所作成の参考資
料などをもとに作成した。
本校では，学年ごとに「はげみ

プリント」を作成し，学習の習熟
を図ったり，評価に生かしたりし
ている。
下の評価規準の小題材「２ 整数÷小数の計算」の第１時では，そのはげみプリントを活用

して評価することを記している。

イ 指導と評価の実際
。 「 」評価規準にもとづき評価基準表を作成した 右の評価基準の小題材 ２ 整数と小数の計算

の第１時の評価基準は以下の通りである。

Ａ：立式の根拠を，数直線や図，言葉の式をもとに説明できる。
， （ ） （ ） 。Ｂ：数直線や図 言葉の式をもとに 整数 ÷ 小数 の立式ができる

Ａ，Ｂの２段階を記し，Ｂ段階を達成できなければＣ段階と評価する。評価基準を設定する
際には，必ず複数の教員で考え，主観的な評価にならないようにするとともに，信頼性・妥当
性を高められるようにしている。
はげみプリントの「１－①」と「２」だけできていればＢ 「１－②」もできていればＡと，

。 ， 「 （ ）」 ，評価した ただし この時間は 立式の根拠を考えられたか 数学的思考 を評価するので
文章や図の表現の完成度だけで判断しないようしなければならない。また，できたかできてい
ないかの評価だけでなく，どのような反応があったか，１単位時間の中でどれだけ考えられた
かという個人内評価の視点をもつことも大切である。

「 」 （ ）５年 小数のわり算 の評価規準 一部

学習指導要領 指導要録
教科の目標と内容 教科の評価の観点及びその趣旨
学年（領域）の目標と内容 学年（領域）の観点及びその趣旨

国立教育政策研究所作成の参考資料
内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例

評価規準の作成

小題材「２ 整数÷小数の計算」の
第１時で活用するはげみプリント



（３）成果と課題（○⇒成果 ※⇒課題）
○ 評価規準を活用し評価方法を工夫したことにより，児童一人一人の理解度や定着度を把握で
きた。

○ はげみプリントを評価の一手段として活用することで，児童が何年生のどの単元，どの学習
の段階でつまずいているのか，教師も児童本人もつかむことができるようになり，指導に生か
すことができた。

※ 絶対評価や個人内評価が柱となる中で，相対評価を目的に応じて指導に生かすことも必要で
ある。目標を定めたり，自分の適性を知る手がかりにしたりすることで指導に生かしていかな
ければならない。

※ 評価規準や評価基準などを作成し活用しているが，主観的な評価に陥りやすい。表現を工夫
したり，児童の実態を的確にふまえたりしながらより客観性・信頼性のある評価をできるよう
にしなければならない。

※ 学習への原動力となる「関心・意欲・態度」を適切に評価するとともに，それをさらに高め
る指導と評価に努める必要がある。

〈見通す段階〉

～過程における評価と指導～

式を予想させ，ノートに書かせ

た。式を予想できている児童は，

Ａに達している可能性がある。逆

に，予想できていない児童は，立

式の根拠がつかめていないので個

別指導が必要になる。この段階で

は，ある程度の理解度を把握し，

次の段階での指導に備えた。

〈見つける段階〉

～過程における評価と指導～

一人一人の活動の様子を観察し

たり，ＯＨＰシートに書いている

内容で評価した。４種類のヒント

カードで，全員のつまずきに対応

できるようにした。

また，児童が書いたシートをも

とに一斉指導した。

〈深める段階〉

～結果としての評価～

前述のはげみプリントで評価し

た。詳しい評価のしかたについて

は前述の通りである。理解に時間

，「 」がかかる児童には 小数のかけ算

の学習も想起させながら個別指導

を行った。

１単位時間（小題材「整数÷小数の計算」第１時）での指導と評価



（４）成果の普及方策
○ はげみプリントと評価規準を各学年ごとに冊子，ＣＤ化して市内各小学校へ配布
○ 中間発表での 「指導と評価」を視点とした公開授業（授業研究）の実施と研究誌の配布，
○ 地区協議会主催の研修において，本校の「指導と評価の在り方」について発表

◇ 次の項目ごとに，該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 １４年度からの継続校□ゝ

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
１３～１８学級 □１９～２４学級□ゝ

□２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ・Ｔによる指導□ □ゝ ゝ

□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □国語 □社会 算数 □理科□ゝ
□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の工夫改善にかかわる加配の有無】 有 □無□ゝ

【特色ある取組事例として紹介したいポイント】

立神小学校では，自校の評価規準を活用し，評価方法を工夫することによって，指導と評価の
一体化を図る研究に取り組んでいる。特に，自作のはげみプリント等を活用することにより，児
童と教師の双方が，つまずきを把握し，指導に生かす等の工夫を行うなど，評価のための評価で
なく，指導に生かす評価を具体的な形で研究していることが，他校の参考になると考える。
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